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資料：総務省「家計調査」（平成19年）
（注１）単身世帯は対象外
（注２）郵便局・銀行・その他の金融機関への預貯金、生命保険の掛金、株式・債券・投資信託・金銭信託などの有価証券と社内預金などの金融
　　　　機関外への貯蓄の合計
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17.6全世帯
世帯主の年齢が65歳以上

全世帯平均 1,719万円
65歳以上平均 2,481万円

（４）高齢者の世帯の貯蓄は全世帯の約１．４倍
であるが、３００万円未満の世帯も約１割

世帯主の年齢が６５歳以上の世帯（二人以上の
世帯）の貯蓄の状況についてみると、平成１９
（２００７）年において、一世帯平均の貯蓄現在高
は、２，４８１万円となっており、全世帯（１，７１９万
円）の約１．４倍となっている。
貯蓄現在高階級別の世帯分布をみると、世帯

主の年齢が６５歳以上の世帯では、４，０００万円以
上の貯蓄を有する世帯が１７．６％であり、全世帯
（１０．５％）の１．７倍近い水準となっている。し
かし、一方で、貯蓄の少ない者の割合は全世帯
に比べて低いものの、貯蓄額３００万円未満の世
帯の割合は約１割となっている（図１－２－
２０）。
世帯主の年齢が６５歳以上の世帯（二人以上の

世帯）について、負債が貯蓄を超えている世帯
の割合は４．８％にとどまり、全世帯（２１．４％）
に比べて低い割合にある（図１－２－２１）。
現在の貯蓄に関する６０～６４歳の意識をみると

高齢期に備える上で、「現在の貯蓄額は不満で
ある（「やや不満である」と「不満である」の
計）」と考えるものが６４．５％であり、「満足して
いる（「満足している」と「ある程度満足して
いる」の計）」と考えるもの（３３．０％）と比べ、
多くなっている。また、６０歳以上の過去１年間
の貯蓄総額の傾向については、「貯蓄額が減っ
た」と回答した者の割合は４５．１％と、前回調査
から８．９ポイント減少した（図１－２－２２）。

３ 高齢者と健康・福祉

（１）高齢者の健康
ア 高齢者の半数近くが何らかの自覚症状を訴
えているが、日常生活に影響がある者は４分
の１程度
６５歳以上の高齢者の健康状態についてみる
と、平成１９（２００７）年における有訴者率（人口
１，０００人当たりの「ここ数日、病気やけが等で
自覚症状のある者（入院者を除く）」の数）は
４９６．０と半数近くの者が何らかの自覚症状を訴

図１－２－２０ 世帯主の年齢が６５歳以上の世帯の貯蓄の分布



資料：総務省「家計調査」（平成19年）
（注１）単身世帯は対象外
（注２）貯蓄現在高とは、ゆうちょ銀行、郵便貯金・簡易生命保険管理機構（旧日本郵政公社）、銀行、その他の金融機関への預貯金、生命
        　 保険の掛金、株式・債券・投資信託・  金銭信託などの有価証券と社内預金などの金融機関外 への貯蓄の合計現在高をいう。
（注３）負債現在高とは、ゆうちょ銀行、郵便貯金・簡易生命保険管理機構（旧日本郵政公社）、銀行、生命保険会社、住宅金融公庫などの
        　 金融機関からの借入金のほか、勤め先の会社・共済組合、親戚・知人からなどの金融機関外からの借入金の合計現在高をいう。
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資料：内閣府「高齢者の経済生活に関する意識調査」（平成19年）
（注１）調査対象は60歳以上の男女
（注２）（※１）平成13年度は「増える傾向にある」
　　　　（※２）平成13年度は「増えも、減りもしていない」
　　　　（※３）平成13年度は「減る傾向にある」

資料：内閣府「中高年者の高齢期への備えに関する調査」（平成19年）
（注）調査対象は60歳～ 64歳の男女

高齢期に備える
上で、貯蓄に満
足しているか

平成13年度
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平成18年度
（ｎ＝1,729） 4.9

2.7 36.6 54.0 6.7
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図１－２－２１ 貯蓄・負債現在高の差額階級別世帯分布

図１－２－２２ 貯蓄に関する意識
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資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成19年）

226.3

99.4
87.6

108.7

98.1
81.8

110.9

84.6
64.3

100.4

64.3
68.5

60.9

27.5
27.2
27.8

209.5
239.5

総　　数

日常生活動作

外　　出

仕事・家事・学業

運動（スポーツ
を含む） 

その他

総数
男性
女性

0 50 100 150 200 250 300

資料：厚生労働省「国民生活基礎調査」（平成19年）
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えている。
一方、６５歳以上の高齢者の日常生活に影響の

ある者率（人口１，０００人当たりの「現在、健康
上の問題で、日常生活動作、外出、仕事、家
事、学業、運動等に影響のある者（入院者を除
く）」の数）は、平成１９（２００７）年において２２６．３
と、有訴者率と比べると半分程度になってい
る。これを年齢階級別、男女別にみると、年齢
層が高いほど上昇し、また、いずれの年齢層に
おいても女性が男性を上回っている（図１－

２－２３）。
この日常生活への影響を内容別にみると、高

齢者では、日常生活動作（起床、衣服着脱、食
事、入浴など）が９９．４、外出（時間や作業量な
どが制限される）が９８．１と高くなっており、次
いで仕事・家事・学業（時間や作業量などが制
限される）が８４．６、運動（スポーツを含む）が
６４．３となっている。男女別では、男性は日常生
活動作（起床、衣服着脱、食事、入浴など）、
女性は外出（時間や作業量などが制限される）

図１－２－２４ ６５歳以上の高齢者の日常生活に影響のある者率（複数回答）（人口千対）

図１－２－２３ ６５歳以上の高齢者の有訴者率及び日常生活に影響のある者率（人口千対）



資料：内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」
　　（平成12年・平成18年）
（注）調査対象は60歳以上の男女
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資料：厚生労働省「患者調査」
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が最も高くなっている（図１－２－２４）。
これを先にみた高齢者の有訴者率と比較する

と、高齢者は、何らかの自覚症状があっても、
必ずしも日常生活に支障を来しているわけでは
ないことが推察される。

イ 国際的にみて日本では「自分は健康」と考
えている人が多い
我が国は平均寿命だけでなく、健康寿命（自

立して健康に生活できる年齢）も世界で最も長
いが、健康についての高齢者の意識をアメリ
カ、ドイツ、フランス及び韓国の４カ国と比較
してみても、「健康である」と考えている者の
割合は、日本が６４．４％で最も高い結果となって
いる。なお、日本に次いで高いのはアメリカ
（６１．０％）で、以下、フランス（５３．５％）、韓
国（４３．２％）、ドイツ（３２．９％）の順となって
いる（図１－２－２５）。

ウ 国際的にみて高齢者が医療サービスを利用
する割合は高い
６５歳以上の受療率（高齢者人口１０万人当たり

の推計患者数の割合）は、平成１７（２００５）年に
おいて、入院が３，６３９、外来が１１，９４８となって
おり、他の年齢階級に比べて高い水準である
が、近年は安定的に推移している（図１－２－
２６）。

図１－２－２５ ６０歳以上の高齢者の健康につ
いての意識（国際比較）

図１－２－２６ 年齢階級別にみた受療率の推移
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資料：厚生労働省「人口動態統計」
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高齢者の受療率が高い主な傷病をみると、入
院では、脳血管疾患（男性６９７、女性８４７）、悪
性新生物（がん）（男性５１１、女性２５４）となっ
ている。外来では、高血圧性疾患（男性１，４２６、
女性１，９８１）、脊柱障害（男性１，３００、女性１，３１０）
となっている（表１－２－２７）。
高齢者の死因となった疾病をみると、死亡率

（高齢者人口１０万人当たりに対する死亡者数の
割合）は、平成１９（２００７）年において、悪性新
生物（がん）が９６４．１と最も高く、次いで心疾
患５６５．６、脳血管疾患４１１．１の順になっており、

これら三つの疾病で高齢者の死因の約６割を占
めている（図１－２－２８）。
医療サービスを日頃どのくらい利用するかに

ついてアメリカ、ドイツ、フランス及び韓国の
４か国と比較すると、日本は「健康である」と
考える者は他の国よりも多いものの、医療サー
ビスの利用状況は「ほぼ毎日」から「月に１回
くらい」までの割合の合計が５６．８％と韓国
（５６．７％）とともに他の国と比較して高くなっ
ており、医療サービスの利用頻度が高くなって
いる（図１－２－２９）。

男 女
６５歳以上 ６５～７４歳 ７５歳以上 ６５歳以上 ６５～７４歳 ７５歳以上

入院

総 数 ３，４７６ ２，４５７ ５，０４２ ３，７５９ １，８１６ ５，７４８
悪性新生物 ５１１ ４３２ ６３１ ２５４ ２０９ ３００
高血圧性疾患 ２０ ８ ３９ ５６ １１ １０４
心疾患（高血圧性のものを除く） １７９ １０４ ２９４ ２１０ ５７ ３６６
脳血管疾患 ６９７ ４１３ １，１３３ ８４７ ２５８ １，４５０

外来

総 数 １１，２９７ １０，０９４ １３，１４４ １２，４２７ １１，８１６ １３，０５１
悪性新生物 ４８０ ４１４ ５８１ ２１９ ２２８ ２０９
高血圧性疾患 １，４２６ １，２４０ １，７１３ １，９８１ １，６３２ ２，３３９
心疾患（高血圧性のものを除く） ４４４ ３２８ ６２２ ３８５ ２４４ ５２９
脳血管疾患 ４２４ ３３３ ５６３ ３２９ ２１７ ４４４
脊柱障害 １，３００ １，０３９ １，７０１ １，３１０ １，２０３ １，４２０

資料：厚生労働省「患者調査」（平成１７年）より内閣府作成

図１－２－２８ ６５歳以上の高齢者の主な死因別死亡率の推移

表１－２－２７ 主な傷病別にみた受療率（人口１０万対）


